
評価結果市町村受理日

グループホームホームタウン上河内ではご利用者様が第２の我が家として安心して穏やかに生活していけるような
ホーム作りをしており、そのためにも３つのことを心掛けております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
つ目は個別ケアの実施です。利用者様1人1人がどのようにしたらその人らしく暮らしていけるかを考えながらケアプ
ランを作成しそれを元にケアをおこなっています。２つ目は健康の維持です。利用者様が少しでも長くホームでの生
活をしていくためにも、日々のバイタルの管理、水分量の管理、健康管理の勉強会の実施、機能訓練にも力を入れて
おります。また、主治医、訪問看護と密に連携をとりできる限り早く対応できるように心掛けております。3つ目は行事
です。毎月1回実施しており、お花見、紅葉狩りなどの外出や夏祭り、クリスマス会、などの催しものや歌謡劇、日本
舞踊、フラダンスなどのボランティアによる催し物など様々なものを企画しております。

入居者それぞれの状況に応じた個別支援を実施するために職員のケアの質の向上を目指しており、ほとんどの職員
は正規職員として処遇されている。毎月のユニット会議では２回に１回は勉強会を組み込んで、そのときに必要なテー
マを設け学習している。今年度は、Ｃ型肝炎、褥瘡、認知症、身体拘束などの勉強会を実施し、共通理解の促進と支
援方法の統一・向上を図っている。入居者それぞれの担当職員を決めているが、日々の介護記録には入居者のその
日の目標が達成できているかどうかを判断する評価欄に担当以外の職員も記入するようにして、どの入居者の状況に
も目配りできるようにしている。施設開設から４年が経過し、入居者の状態も徐々に重度化していて対応に苦慮する場
面もあるが、食事を拒否する入居者や大声を上げる入居者に対しても、職員は落ち着いた態度で穏やかに接してい
た。グループホームは関係者が少人数で閉鎖的になりがちなので、外からの目が必要との意図から訪問看護や訪問
歯科、訪問マッサージ等を積極的に活用している。




















